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１２月の生活目標 

集中できる環境をつくり、活動を充実させよう 

１２月の学習目標 

授業での意見の深まりを実感しよう 

～「伝えること」のSTEP１、２、３を意識して、聴き手の反応を確かめて伝える～ 

 

全国学力・学習状況調査の分析より 
                                                 教務主任 大村圭司 

５月２７日（木）に、３年生を対象に実施された 

全国学力・学習状況調査の結果をもとに、本校生徒 

の特長や意識についてまとめましたので、ご報告さ 

せていただきます。国語は全体的に全国・県の平均 

正答率を上回る結果でしたが、数学は全体的に全国 

・県の平均正答率を下回るという結果でした。こう 

した結果を踏まえ、生徒の知的好奇心をくすぐるよう 

な授業の実践や ICTを活用しながら個に応じた学びの実現に向けた授業改善に取り組んでいるところです。 

スマホを使えば使うほど学力が破壊されてしまう――。 

東北大学の川島隆太教授は、仙台市の中学生の生活・学習状況調査から、そうした警告を発しています。

川島教授によれば、家で２時間以上勉強しても、携帯やスマホを３時間以上触っていると、その学習効果

がムダになってしまうほどだそうです。『スマホが学力を破壊する』（集英社新書） 

生活アンケートの中で、「普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コ

ンピュータゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか」と

いう問いに対して「２時間以上」と回答した本校生徒は８１．３％でした。学校でもスマホの利用時間に

ついて指導をしていますが、ぜひご家庭でもご指導していただけるとありがたいです。 

さて、同じく生活アンケートの中で、９０％近くの生徒が「あてはまる」「どちらかと言えばあてはまる」

に回答した生活アンケートの中から、特に紹介したい質問項目を下枠にピックアップしてみました。 

 

・人が困っているときは、進んで助けていますか？ 

・学校に行くのは楽しいと思いますか？ 

・友達と協力するのは楽しいと思いますか？ 

 

 今年度の東白川中学校の生徒会スローガンは、「つながり」です。生徒会や各学年のリーダーを中

心に学年をこえた「縦」と学級内での「横」の「つながり」をキーワードに日々活動していることで、

上に記した質問項目が高くなっているのだと思います。来月からは伝統継承の会への準備が始まりま

す。こうした東中の良き伝統をさらに高め、来年度へとつなげてくれることを期待しています。 

 



                          

                     

  

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

                          1 年（この星に生まれて） ２年（瑠璃色の地球） 

 

 

 

 

 

 

                             ３年（決意）      感想交流 

                           

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月３日（水）、生徒会・合唱交流の際には、

多くのご家族の方々が学校にお越しくださり、感

謝申し上げます。 

９月末日まで国の緊急事態宣言が続いたため

短い取り組み期間でしたが、今できる最高の合唱

をどの学年も披露することができました。  

卒業式での合唱に向けて、さらに練習を積み重

ねていきたいと考えています。 

 

 

 

 11 月 22 日（月）、本校卒業生の苅田 伊織さん 

を講師にお招きし、「ようこそ先輩」を行いました。 

自衛官を目指した理由や、仕事にかける情熱など 

を、ご自身の体験などを通してお話ししていただき

ました。 

生徒にとって自分の進路について考える良い機

会となりました。 

  

 

 

講話の様子 質問タイム 


